
盤讃触期諾
町政に女性の意見を反映させる

『女性軍ニラ“』制度が発足しましたo
遠賀町では、町民みずからが21世紀にもかっ

ての活力あるまぢづくりに参加できるよう『女
性モニター』制度を発足しました。この制度は、
日頃、家庭や地域社会を通して、福祉、教育、
ゴミ問題などに深く関わっている女性に町政に
ついての建設的な意見・要望、地域の話題の報
告や討論会をしていたたくものです。

今回、参加されたモニターは20人、期間は平
成2年1月20日から3年12月31日までの約2年

間です。
さあ！どんなユニークな意見がでるか『女性

モニター』のみなさん．〈／活躍を期待しています。
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（人のうこき）（籠綜撃）
人　口　17，112人（＋32）

男　　　8．123人（＋15）

女　　　8，989人（＋17）

世帯数　　4．965戸（＋14）
転入　75人　　転出　41人
出生　6人　　死亡　8人

（）内は前月比

若老東東虫浅木上上松旧広広新今別田尾鬼若

蓄良町鷲窪木守駕駕去停波浪町喜府園崎津松
区　区　区　区　区　区　区　区　区　区　区区　区　区　区　区　区　区　区　区

●
「
女
性
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
参
加
害
募
集

女
性
モ
ニ
タ
ー
の
定
員
は
2
5
人
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
現
時
点
で
5
人
ほ
ど
定
数
に
余
裕
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
女

性
を
対
象
に
追
加
募
集
を
い
た
し
ま
す
。
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
役
場
企
画
課
企
画
調
整

係
℡
2
9
3
－
1
2
3
4
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
舛
添
美
恵
子

●
井
口
　
玉
葱

●
大
久
保
英
子

●
須
藤
八
重
子

●
泉
原
　
京
子

●
宮
本
サ
ヨ
子

●
小
野
　
里
美

●
豊
丹
生
裕
子

●
横
山
レ
イ
コ

●
湿
　
害
美
子

●
萩
本
　
幸
子

●
筋
田
　
弘
子

●
梅
田
ヤ
ス
子

●
福
田
　
幸
子

●
田
中
恵
美
子

●
殿
川
　
初
美

●
高
尾
ツ
ヤ
子

●
末
松
　
翠
子

●
高
崎
　
昭
子

●
タ
部
　
諸
子

参
加
2
0
名
の

女
性
モ
ニ
タ
ー（敬称略）



〔別表1〕新旧標準小作料比較表

∴∴∴∴∴ ��i �����／；（議 
∴∴∴∴∴∴「 ���蛮 �∵∴∴ ′／雪／元し＼）、、 三業三選 �：∴：亘： ��寸言∴∴∴ 料∴i’／’、： 安定＼。＿ 

弼開園開聞闘 �－言　古 �躍∴．∴塩「 ��� � 

田 �新 �平坦第1地区 �31，000円 �水稲 �530　的 ����老良、浅木、今古賀、 木守、広瀬、別府50％ 
旧 �∴ �33，000 ��540 

田 �新 �平坦第2地区 �29，000 �水稲 �500 ����島津、若松、鬼津、 尾崎92％、別府47％ 虫生津62％、上別府76％ 
旧 �∴ �30，500 ��510 

田 �新 �山　間　地　区 �27，000 �水稲 �480 ����尾崎8％、虫生津38％ 別府3％、上別府24％ 
旧 �平坦第2地区 �30・500 ��510 

〔別表2〕山間地区の小字の範囲（平坦寛仁第2地区の範囲は農業委員会事務局で閲覧できます）

言∴∴　∵　∴　∴：十　三∴　∴　範　囲 

壇豊津 �丁ケ坪810－815、817，半田ケ崎875－1－869－1，清水鼻1017－1188，猿渡1189－1243，黒松1312， 宮ノ前1372－1417，仏ノ辻1490－1492，新屋敷1546－1553，大坪1554－1598，宗ケ谷1599－1654， 

風呂ケ谷1656－1694，倉谷1774－1792，大谷1811－1818 

：勘鑑、 到∴痛 �添ケ谷1－8、1－11、8，八反田35－166，尾倉下171－278－3，尾倉514－591，波打595－627， 茶ノ水1247－2－1283－2，高家下1308－1320－1，八久保1370－1543－2，高家1722－1－1723， 

土取1900－1986，大谷2018－2071，山ノ神2243－1－2273 

千代丸2726－2796．千代丸下2805 

：二　∴ �ニ又1084－1－1132－1，内牟田1133－1156，高山1302－1386－3，上ノ越1585－1633，友田1728－1796 

（2）

標
準
小
作
料
の
改
訂
に
つ
い
て

前
回
、
昭
和
飢
年
度
に
小
作
料
を
改

訂
し
、
早
く
も
3
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
3
年
間
ほ
ど
農
業
と
、
そ
れ
を

と
り
ま
く
情
勢
に
、
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
時
期
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

即
ち
、
米
価
は
戦
後
一
貫
し
て
上
昇

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
銘
、
6
3

年
と
2
年
連
続
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
銘
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
水
田
農
薬
確
立
対
策
は
、
当

町
で
は
、
昭
和
飢
年
輪
・
5
％
が
平
成

元
年
幻
・
5
％
と
な
り
、
平
成
2
年
の
転

作
率
は
、
す
え
置
き
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
今
回
改
訂

す
る
に
当
り
、
町
標
準
小
作
料
協
議
会

（
学
識
経
験
者
5
名
、
貸
手
側
代
表
5

名
、
借
手
側
代
表
5
名
、
計
鳩
名
）
に

諮
問
し
ま
し
た
。

そ
の
答
申
を
受
け
、
農
業
委
貝
会
と

し
ま
し
て
は
、
摸
重
審
議
答
申
案
を
検

討
し
ま
し
た
結
果
、
別
紙
の
と
お
り
の

小
作
料
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
改
訂
に
当
っ
て
の
留
慧
事
項

を
示
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い。●
小
作
料
の
農
地
区
分
に
つ
い
て

従
来
、
平
坦
第
l
、
第
2
地
区
の
2

区
分
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
回
答
申

－
　
農
業
委
員
会

の
際
に
、
山
間
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
面
が
多
く
、
有
効
面
積
が
小
さ
い
の

で
必
要
経
費
が
多
く
掛
か
る
等
の
意
見

が
出
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回
平
坦
第

2
地
区
を
一
部
分
離
し
て
、
山
間
地
区

を
設
定
し
ま
し
た
。
〔
別
表
2
〕

尚
、
適
用
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

〔
別
表
1
〕
の
通
り
で
す
。

●
小
作
料
の
算
定
に
つ
い
て

標
準
に
転
作
を
含
む
か
、
含
ま
な
い

か
が
議
論
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、

緒
鈴
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
通
り
の

転
作
を
含
ま
な
い
と
こ
ろ
の
標
準
小
作

料
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
転
作
を
加
味
す
る
場
合
は

双
方
で
転
作
等
を
按
分
す
る
な
り
で
、

契
約
の
際
、
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
小
作
料
の
適
用
時
期
に
つ
い
て

本
来
、
平
成
2
年
度
か
ら
の
適
用
を

1
年
早
め
る
の
が
今
回
の
改
訂
の
主
旨

で
あ
り
ま
し
た
が
、
年
度
中
途
か
ら
の

作
業
と
な
り
、
公
表
が
県
の
認
可
な
ど

で
多
少
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
御
理
解
く

だ
さ
い
。

従
っ
て
、
適
用
の
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
双
方
で
協
議
し
て
対
応
を
し
て

く
だ
さ
い
。



納税のすヽめ
「一年の闇に僅か一、二円の金を

払うて政府の保護を被り、夜盗押込

の憲もなく、独旅行に山賊の恐れも

なくして、安穏にこの世を渡るは大

なる便利ならずや。凡そ世の中に割

合よき商売ありと錐とも、運上を払

うて政府の保護を買うほど安さもの

はなかるべし。・・思案にも及ばず

快く運上を払うべきなり」

これは当時、ベストセラーで、160

人に1人は手に入れたとし1われてい

る「学問のす＼め」の一節。

今、、福澤諭吉クは万人が手にし

申
告
は
お
早
め
に

I

 

J

『
。
瀞
呼
止
　
2
月
1
6
日
～
3
月
帖
日

田
圃
S
S
e

＼、

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か

・
竺
－
一
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
例
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
窓
口
は
た
い
へ
ん
に
混
離
し
ま
す
。
申
告
は
で
き
る
だ

け
早
目
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
人

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
元
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得
控
除

（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
整

除
な
ど
）
の
合
計
額
を
超
え
る
人

㈲
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

・
給
与
の
年
収
が
二
　
五
〇
〇
万
円
を

超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る
人
は

確
定
申
告
蕾
に
収
支
内
訳
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ます。確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
人

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

㈲
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
う
け

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

㈲
病
気
や
出
産
な
ど
で
多
額
の
医
療
費

を
払
っ
た
人

㈲
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
人

㈲
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

還
付
金
の
受
け
取
り
方

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
本
人
名
儀
の
金
融
機
関
口
座
へ
振

り
込
み
と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
名
、

預
金
の
理
類
、
口
軽
番
号
な
ど
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
麓
し
く
は
、
若
松
税
務
署

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＄

（

1

6

1

）

2

5

3

6

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
国
民
を
代
表
す

る
強
会
が
定
め
た
法
律
に
よ
っ
て
の
み
税

金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
租
税
法
律
主
蛍
と
い
い
ま
す
。

こ
の
租
税
法
律
主
義
は
、
近
代
民
主
主
義

の
発
展
と
と
も
に
確
立
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
古
く
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル

タ
　
（
1
2
1
5
年
）
　
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら

れ
、
そ
の
後
、
措
税
請
願
（
1
6
2
8
年
）

フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
（
1
7
8
9
年
）

ち
国
民
を
代
表
す
る
議
会
が
定
め
た
法
律

に
よ
っ
て
の
み
課
さ
れ
、
法
律
に
よ
ら
な

い
課
税
を
私
た
ち
が
受
け
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
権
利
を
窟
法
が
保
障
し
た
も
の
で

す。
さ
ら
に
、
家
法
第
5
0
条
で
は
、
「
国
民

は
、
法
律
の
定
め
ろ
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納

税
の
義
務
を
負
ふ
」

と
の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
納
税
の
義
務
の
規
定
で
勤
労
の

納
税
は
権
利
を
守
る
義
務
な
の
で
す

な
ど
に
引
き
継
が
れ
、
近
代
綾
法
の
最
も

璽
衰
な
内
容
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ろ
も
の

です。わ
が
国
の
憲
法
で
も
、
第
鋤
条
で
、

「
あ
ら
た
に
租
税
を
課
し
、
又
は
現
行

の
租
税
を
変
更
す
る
に
は
、
法
律
又
は
法

律
の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と

する」と
の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
規

定
は
、
私
た
ち
が
支
払
う
税
金
は
、
私
だ

義
務
、
教
育
の
義
務
と
と
も
に
国
民
の
三

大
経
済
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
国
民
は
、
す
べ

て
法
律
で
定
め
ら
れ
た
税
額
を
上
回
っ
て

は
、
課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
権
利
を
持
っ

て
い
る
と
同
時
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

税
額
を
下
回
っ
て
、
納
税
を
済
ま
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
義
務
を
負
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

平
成
元
年
度
分

所
得
税
の
還
付
申
告

を
受
け
付
け
ま
す

●
期
日
　
2
月
8
日
（
木
）

9
日
（
金
）

●
時
間
　
9
時
～
1
6
時

●
場
所
　
遠
賀
町
役
場
2
階

大
会
詣
室



●　●　●

費金時

用増田

（4）

国
体
事
務
局
（
実
行
委
員
会
）
で
は

今
年
の
9
月
9
日
か
ら
1
2
日
に
開
催
さ

れ
る
国
体
漕
艇
競
技
の
ポ
ス
タ
ー
、
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
国
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
自
由
で
す
。
現
在
、
小
・
中
学
生
の

も
の
は
広
報
お
ん
が
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
高
校
生
以
上
を
対
象
に

行
う
も
の
で
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

。
国
体
は
、
あ
な
た
一
人
ひ
と

り
が
主
役
で
す
〝

●
作
品
規
格
と
点
数

・
ポ
ス
タ
ー
　
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
で

一
人
2
点
ま
で

・
標
　
語
　
　
四
百
手
話
原
稿
用
紙

に
縦
書
き
で
一
人
5

点
ま
で

●
そ
の
他

入
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
賞
品
を
差

し
あ
げ
ま
す
。

●
募
集
締
め
切
り

平
成
2
年
2
月
認
日
（
水
）
ま
で

●
応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

役
場
国
体
事
務
局
〒
肌
－
償
還
費
町

大
字
今
古
賀
5
1
3
番
地
合
2
9
3
－
1

2
3
4
（
内
線
2
5
7
）

※
な
お
、
作
品
は
持
参
す
る
か
郵
送
で

お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
地
鶏
（
喜
雛
）
の

予
約
が
始
ま
り
ま
す

平
成
元
年
度
か
ら
の
高
齢
者
生
き
が

い
対
策
を
、
平
成
2
年
度
も
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
次
に
よ

り
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
平
成
2
年
2
月
9
日
㈲

●
申
込
資
格
　
満
0
0
歳
以
上
の
町
内
在

住
者

●
募
集
人
員
　
先
着
5
0
名
な
お
、
応
募

多
数
の
場
合
は
元
年
度

申
込
者
は
、
ご
遠
慮
願

う
事
も
あ
り
ま
す
。

●
募
集
要
録

○
雛
の
種
薫
　
イ
サ
ブ
ラ
ウ
ン
（
茶
）

○
継
の
羽
数
　
1
人
的
羽

○
俄
の
日
輪
　
5
0
目
厳

○
配
布
方
法

○
糠
の
価
格

●
申
込
方
法

5
月
中
旬
頃
各
地
区

毎
に
配
布
し
ま
す
。

雌
1
羽
脚
円
（
脚
円

の
疲
補
助
）

雄
1
羽
柳
円
（
約
円

の
娩
補
助
）

印
鑑
を
持
参
の
上
、
産

業
課
侵
攻
前
王
侯
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

館
（
2
9
3
）
1
2
3

4
（
内
線
2
4
1
）

電
波
で
世
界
と

お
と
も
た
ち
…

ア
マ
チ
ュ
ア
点
線
技

士
養
成
講
習
会

（
主
催
日
本
ア
マ
チ
ェ
ア

無
線
連
盟
）

男
女
を
問
わ
ず
、
年
齢
も
関
係
な
く

ど
な
た
で
も
短
波
を
通
し
て
遠
く
の
人

た
ち
と
会
話
が
楽
し
め
ま
す
。

遠
賀
郡
内
で
の
講
習
会
は
、
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
習
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
〃

●
日
　
経
　
3
月
5
日
（
月
）
か
ら
1
9

日
ま
で
の
1
0
日
間
の
予
定

1
9
時
5
分
～
2
1
時
4
5
分

芦
屋
町
民
会
館
3
階

一
人
1
万
9
千
円
（
テ
キ

ス
ト
と
無
線
従
菖
者
免
許

証
交
付
手
数
料
を
含
み
ま

す。）

●
定
　
員
　
0
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

●
串
し
込
み
、
向
い
合
わ
せ
先

講
習
会
管
理
者
　
小
早
川
氏
（
芦
屋

町
白
浜
1
－
2
）
8
2
2
3
－
1
5

平
成
2
年
度
福
岡
県
立

北
九
州
盲
学
校
生
の

入
学
案
内

本
校
で
は
、
幼
稚
部
・
小
学
郵
・
申

学
部
・
高
等
部
（
普
通
科
、
保
健
理
療

科
、
専
攻
科
珪
藻
科
）
を
設
け
、
視
覚

障
害
の
状
況
や
能
力
・
適
正
に
応
じ
て

個
性
を
伸
ば
す
教
育
に
努
め
て
い
ま

す。●
募
集
期
間
　
平
成
2
年
1
月
8
日
か

ら
3
月
2
日
ま
で

●
募
集
部
・
科
・
定
員

・
幼
稚
部
…
若
干
名

・
高
等
部
　
普
通
科
1
0
人

保
健
珪
藻
科
1
0
人
専
攻

科
理
詰
科
職
人

●
入
学
資
格
（
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

に
骸
当
す
る
人
）

㈲
ま
っ
た
く
独
力
の
な
い
人

㈲
矯
正
観
力
が
‖
未
満
の
人

の
祝
機
能
障
害
が
あ
る
人

㈲
将
来
視
力
ま
た
は
観
機
能
の
障
害

が
高
度
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
立
北
九
州
盲
学
校
〒
鵬
北
九

州
市
八
幡
東
区
高
見
5
丁
目
1
－
1
2

食

へ

6

5

1

）

5

4

1

9
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〔日曜日を除く〕 �土曜 

福岡 �福岡市中央区大名 �2年2月13日（灼 �平日 

2丁目4－7 �へ一2月28日（水） 〔日曜日を除く〕 �土曜 

回国∴器認諾罰嵩，
交通事故　織目・月曜から金師9騨一午後4時的分

と相談　器議書慧詰議案す

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険請求相談センター

●職種と人員＝高石，進出古着丁一名
●貧相「＝調停和39年4月　2　ri以降に上土ま　した二

人で∴　才i磁姉の免。粋をl寺っている薯また
は、平成2年5月ま‾Cに耳幻♯見込みの密

●飼：験ここ2月7　日（水）、）●下底田子役場、適性・や
作文・面接など

●！来月］予定＝平成21羊4　月1日以降

●給与二田r条例によります。
●申し込み＝1月11，1（ノ心力、ら2月　31i（Iうま

‾ぐに、申込，瞥（芦屋町役j務総務弧にありま

す）（こ域I海事亨、免l！午証の写し（布：掌中の人
は草葉見込轟正明．事とl蛇糸蹄道明工手）を添えて

芦屋町子吏瑠総務敵～（宰闘r2－20）へ　く手厚送の
」碁会は、、‡来月う試験申込“と米曲：きのうえー、速

達で出してく　ださし、（2月2日i宵印有効）〉。
●問い全書プ・せ＝）営農町子生揚総務課、

℡（223）0881へ

（5）

㊨
脚
㊧
哩

原
爆
被
爆
雪
一
世
の

無
料
健
鷹
鯵
断
に
つ
い
て

厚
生
省
で
は
、
（
財
）
日
本
公
衆
衛

生
協
会
に
委
託
し
て
、
原
爆
被
爆
者
二

世
に
対
す
る
無
料
健
康
診
断
を
次
の
機

関
で
実
施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
最
寄
り
の
実
施
機
関
の
窓
口

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
原
子
爆
弾
彼
爆
者
二
世
で

受
診
を
希
望
す
る
人

●
受
験
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
衛
生
部
健
康
増
進
課
老
人
保

健
係
＄
0
9
2
（
6
2
2
）
0
7
1
6

在
宅
重
度
身
体
陣
害
者

の
訪
問
珍
重
に
つ
い
て

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
方
を
、

医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

●
診
査
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診

断
そ
の
他
助
言
な
ど

●
目
　
　
時
　
平
成
2
年
3
月
上
旬

●
珍
重
医
節
　
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
　
正
　
医
師

希
望
さ
れ
る
人
は
、
2
月
柳
日
ま
で

に
役
場
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

中
央
公
民
館

展
示
ロ
ビ
ー
だ
よ
り

公
民
館
展
示
ロ
ビ
ー
で
は
、
平
成
2

年
1
月
6
日
か
ら
2
月
末
日
ま
で
の
問

詰
北
星
面
会
遠
賀
教
室
の
生
徒
作
品
1
9

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
水
墨
画
の
か

も
し
た
す
独
特
の
タ
ッ
チ
を
楽
し
ま
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
連
絡
先
　
木
鞍
照
代
（
遠
賀
川
区
）

館
（
2
9
3
）
0
5
4
5

3
月
完
成
を
白
き
し
て
、
広

漠
字
道
営
地
内
に
第
一
種
町
営

住
宅
の
2
横
目
を
建
築
し
て
い

ます。●
建
築
赦
　
一
棟
6
戸
建

▼
3
K
（
舞
踊
）

▼
ト
イ
レ
、
雑
排
水
は

水
洗
処
理

※
入
居
者
真
実
は
2
月
に
予
定

を
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
役
場
総
務
課
管
財
係

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

求
む

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

草
屋
町
職
質

秀
護
牽
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

“

一

妊

婦

相

談

●
期
　
日
　
2
月
5
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
鳩
時
5
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
詩
珍
品
　
母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

印
鑑

●
内
　
容
　
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操
の
で
き
ろ
服
装

で
来
て
く
だ
さ
い

●
料
　
金
　
無
料

喜

一

乳

児

相

談

▼
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
亀
▲

●
期
　
日
　
2
月
6
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
∴
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

●
料
　
金
∴
無
料

▼
生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象
▲

●
綱
　
目
　
2
月
1
3
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
∴
容
　
体
垂
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

●
料
　
金
　
無
料

子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン

檎
診
（
も
れ
者
）

●
日
　
時

●
定
　
員

●
申
込
期
間

申
し
込
み
先

2
月
絃
日
（
木
）

・
受
付
9
時
～
9
時
4
0
分

・
検
診
1
0
時
～

中
央
公
民
館

一
つ
の
検
診
に
つ
き
5
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

子
宮
ガ
ン
　
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
0
0
人

2
月
5
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

役
場
保
健
衛
生
係
窓

口
、
電
話
に
よ
る
申
し
込

み
も
可

一
高
葦
－
－
一

最
近
の
日
本
人
の
食
草
、
と
く
に
子
供
た
ち

の
食
事
を
見
ま
す
と
、
主
食
と
副
食
の
区
別
が

次
第
に
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す。
わ
た
し
た
ち
日
本
人
の
主
食
と
い
え
ば
、
何

と
い
っ
て
も
ま
ず
′
お
米
。
つ
ざ
に
パ
ン
、
麺

で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
芋
な
ど
を
主
食
と
し

て
い
る
国
々
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
主
食

の
共
通
点
は
、
糖
質
と
く
に
，
デ
ン
プ
ン
夕
を

主
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
で
す
。

洋
食
は
脂
肪
が
中
心
の
食
生
活

洋
食
の
場
合
、
一
般
に
主
食
が
少
な
く
、
副

〇
％
に
そ
れ
ぞ
れ
抑
え
ろ
と
と
も
に
、
テ
ン
プ

ン
を
増
や
し
、
全
体
の
四
八
％
に
す
る
と
い
う

お
米
の
消
費
量
が
減
っ
て
い
る

幸
い
日
本
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
体
に
占
め
る
糖
質
の
割
合
は
、
約
五
五
％

か
ら
六
〇
％
あ
り
、
砂
精
の
消
費
量
も
そ
れ
ほ

ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
気
に
か
か
る
の

は
、
主
食
で
あ
る
お
米
の
消
費
量
が
年
々
減
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

昭
和
三
十
五
年
当
時
、
一
人
一
日
当
た
り
約

一
二
百
六
十
グ
ラ
ム
だ
っ
た
お
米
の
消
費
量
が
、

現
在
で
は
二
百
グ
ラ
ム
を
割
っ
て
し
ま
い
、
四

〇
％
以
上
も
減
っ
て
い
ま
す
。

主
食
が
減
れ
ば
、
副
食
や
間
食
が
増
え
ま
す

副
食
に
は
脂
肪
が
、
間
食
に
は
砂
糖
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
肥
満
や
動
脈
硬

食
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
そ
の
た

め
、
ア
メ
リ
カ
人

は
、
摂
取
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち

四
〇
％
が
脂
肪
か

主
食
が
減
る
と

副
食
、
間
食
が
増
え
る

化
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
穀
類
と
し
て
の

。
お
米
〟
に
は
、
デ
ン
プ

ン
以
外
に
比
較
的
良
質
の

た
ん
白
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
お
米
を

ら
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
た
ん
白
質
か
ら
が
二
一

％
で
す
。
残
り
四
八
％
が
糖
質
か
ら
で
す
が
、

そ
の
う
ち
二
〇
％
が
砂
糖
か
ら
で
、
テ
ン
プ
ン

か
ら
は
二
八
％
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す。

こ
う
し
た
食
生
活
は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
発
生
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
望

ま
し
い
食
事
の
あ
り
方
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
食
事
目
標

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
脂
肪
か
ら
と

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
二
〇
％
に
、
砂
植
か
ら
を
一

多
く
食
べ
ろ
人
は
魚
・
豆
・
野
菜
と
い
っ
た
副

食
が
増
え
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
や
菓
子
・

油
脂
の
摂
取
が
減
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す

お
米
も
、
昔
の
よ
う
に
食
べ
過
ぎ
れ
ば
、
ど

う
し
て
も
動
物
性
だ
ん
自
費
の
摂
取
が
少
な

く
、
塩
分
の
多
い
食
事
に
な
り
か
ら
で
、
今
度

は
、
脳
卒
中
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が
増
え
ま
す

け
れ
ど
も
現
在
の
よ
う
に
主
食
で
あ
る
お
米
の

量
が
減
り
続
け
る
こ
と
も
ま
た
問
題
で
す
。

栄
養
の
面
か
ら
い
え
ば
お
米
を
中
心
と
し
た

食
事
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。


